
「海と⽇本⼈に関する意識調査」
について
2022年7⽉15⽇
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調査サマリー
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⽬的

対象 ⽇本国内に居住する15歳〜69歳の男⼥個⼈

抽出 調査会社に登録するモニターより、上記条件にあてはまる⼈を
以下の割付に基づき無作為抽出（層化抽出）

抽出 インターネット定量調査

回収数
（有効回答数）

合計 11,600サンプル
10歳代（15〜19歳）2,200サンプル
20歳代〜60歳代 9,400サンプル（各都道府県200 性年代均等割付）

調査期間 2022年6⽉10⽇〜6⽉15⽇

調査概要

「海と⽇本⼈に関する意識調査」
2017年より2年毎、⽇本⼈の海に対する感情や認識がどのように変化していくか

さらに社会の動向や情勢によってどのように遷移するかを定点観測し、
今後のプロジェクトの⽴案や政策提⾔などに役⽴てることを⽬的にしています。

世界的な海洋危機が叫ばれる中、現在の⽇本⼈の海への意識、
⾏動の実態を明らかにすることで、⽇本⼈と海との関わりにおける課題を抽出し、
今後の海との関係性向上に貢献する。



1 - 1
海へ⾏く機会と、海への意識
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「海にとても親しみを感じる」2019、2022年⽐較

●「親しみを感じる」と答えた⼈は、2022年は37％。
・2019年は44％。⽐較すると7pt 減少した。

※⼩数点以下は省略しています
※全ての年で回答数はn=11600
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2019年

2022年

「海にとても親しみを感じる」（％）

⾮常によくあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない



66

「海への訪問⽇数」について

● 約半数の⼈が、この１年１度も海に⾏かなかった。
・2019年は33％。

※⼩数点以下は省略しています

0⽇（1⽇も
⾏かない） 1⽇ 2⽇ 3⽇ 4⽇ 5⽇〜9⽇ 10⽇〜14⽇ 15⽇〜19⽇ 20⽇以上

⽇常的によ
く⾏ってい
る

直近１年間
で海を訪れ
た⼈

2019年(n=11600) 33 13 11 9 4 11 5 2 6 5 67
2022年(n=11600) 45 12 9 7 3 9 5 1 5 5 55
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直近1年間での海への訪問⽇数（％）

2019年(n=11600) 2022年(n=11600)
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コロナ前との、屋外活動の変化

●コロナ前と⽐較して、屋外での活動が「減った」⼈は、43％。

※⼩数点以下は省略しています

3� 9� 45� 24� 19�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年(コロナ以前) と⽐較して屋外で活動する機会は増えたか（％）

とても増えた まあ増えた 変わらない やや減った とても減った

TOTAL
(n=11600)
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「海へ⾏く機会」と「海への関⼼」の関係

●「この1年で海へ⾏っていない⼈」は「⾏った⼈」より、
「海を⼤切に思う気持ち」が、20ptほど低い。

※⼩数点以下は省略しています ※直近1年で海を訪れた⼈回答数 n=6370�、0⽇（1⽇も⾏かない）n=�5230

海は⽣命の源と
して、⼤切な存
在である。

海は⽇本⼈の⽣
活・⽂化におい
て⼤切な存在で
ある。

海は⽇本⼈の⾷
にとって、⼤切
な存在である。

海は⽇本⼈の教
育にとって、⼤
切な存在であ
る。

海は近隣国との
つながりや国際
性を考える上
で、⼤切な存在
である。

海は⼤切な存在
である。

直近1年間で海を訪れた⼈ 83 81 85 71 75 81
0⽇（1⽇も⾏かない） 63 59 67 47 55 60
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100

海への関⼼（％）
20pt 22pt 18pt 24pt 20pt 21pt
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「海に⾏きたい」気持ち

●７割以上が「海に⾏きたい」
・2019年と⽐べても「海に⾏きたい」気持ちの変化は、ほぼない。

32�

32�

41�

40�

17�

18�

10�

10�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022年

2019年

海にいきたいかどうか(%)

海に⾏きたい どちらかというと海に⾏きたい どちらかというと海に⾏きたくない 海に⾏きたくない
※⼩数点以下は省略しています ※全ての年で回答数はn=11600



１ ‒ ２
⼦どもの頃の海体験
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⼦どものうちに、海体験があることについて

●７割が「⼦どもの頃の海体験があることが⼤切だと思う」と回答

⼀⽅で、⾃⾝の⼦に「⼗分に海体験を提供できていない」親が８割

30 40 26 3 1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

TOTAL（n=11600)

⼦どものうちに海にふれる／海体験があることについて（％）

とても⼤切なことだと思う やや⼤切なことだと思う わからない・どちらともいえない あまり⼤切なことではないと思う 全く⼤切なことではないと思う

17� 55� 28�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

TOTAL（n=4917)

⾃⾝の⼦どもに海体験を提供できているか／できていたか（％）

海体験を⼗分に提供できている／⼗分に提供できた
海体験を提供できているが、⼗分であるとはいえない／提供できたが、⼗分とはいえなかった
海体験は全く提供できていない／全く提供できなかった ※⼩数点以下は省略しています
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⾃分の⼦どもへ海体験が提供できない理由

●⼦どもへ海体験を提供できない理由で多かったものは、
「海まで時間がかかる（46%）」
「⼤⼈が忙しい・休みが取れない（35%）」
「⼦どもと⼤⼈の休みがなかなか合わない（23%）」

※⼩数点以下は省略しています

海まで時
間がかか
る

⼤⼈が忙
しい・休
みがとれ
ない

⼦どもと
⼤⼈の休
みがなか
なか合わ
ない

疲れる・
疲れそう

⾏くなら
きれいな
海に⾏き
たい（近
くにな
い）

⼦どもが
忙しい・
休みがと
れない

お⾦がか
かる

学校で機
会がない
（臨海学
校がな
く、林間
学校な
ど）／な
かった

地域で機
会がない
（海に⾏
くプログ
ラムな
ど）／な
かった

親側（⼤
⼈）が海
を好きで
はない

交通⼿段
がない／
交通アク
セスが良
くない

親が海へ
⾏った経
験が少な
いため、
海に⾏く
のをさけ
た

特に必要
と思わな
い／思わ
なかった

その他

TOTAL(n=4088) 46 35 23 21 20 18 11 10 10 8 8 6 12 5
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50

⼦どもへの海体験の提供が⼗分にできていない理由（％）



1 ‒ ３
海を守る⾏動・海洋問題への意識
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海洋問題の認知度

●海洋問題の認知度が、
2019年と⽐べて、全体的に10pt前後⾼まった。

※廃棄物を焼却する際に出る熱エネルギーを回収・利⽤する熱回収を除く。この熱回収（サーマルリカバリー）は廃棄物そのものを再利⽤する⼿法ではないため、海外ではリサイクルとは認められておらず、
⽇本でもリサイクルとは分けて考えるようになっている。 ※上記は、2019年調査時と同様の事項を聴取した項⽬のみを表⽰している。

84�

59�

79�

68�

82�

73�

52�

67�

59�

74�

0 20 40 60 80 100

⽣態系の変化や、乱獲などによって今⾷べている⿂介類が、
⾷べられなくなる。

世界の約9割の⿂は、これ以上⽣産量の増える余地がないほど
利⽤されている。

海ごみの約8割は陸から流れ出ており、⽣活のゴミを減らすことや
普段からマイバックを持つことが、海ごみの削減につながっている。

⽇本のプラスチック⽣産量は世界で有数であるにも関わらず、
⽇本国内でのプラスチックのリサイクル率(※)は24％に過ぎない。

最近の夏場の猛暑や台⾵の⼤型化などの気候変動と
海の変化は⼤きく関わっている。

海洋問題の認知度（事実をよく知っている＋なんとなく知っている計）（％）

2022年 2019年

11pt

７pt

12pt

9pt

8pt

※⼩数点以下は省略しています ※全ての年で回答数はn=11600
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海を守る⾏動への意識

●「海を守ることにつながる⾏動」を意識して⾏った⼈は、
2019年に⽐べて、全体的に平均6pt以上、増加した。

上記の他同設問では、「⽣活排⽔に配慮している（油を直接流さずに、ふき取って捨てる/環境に優しい洗剤を使う）」「浜辺で⾃分たちが出したゴミを持ち帰る」
を聴取している。「地域の家庭ごみの捨て⽅を知っている（燃える／燃えない、プラスチックゴミはどちらに⼊るか、資源ごみなど）」を聴取している

52�

52�

41�

55�

59�

60�

61�

45�

43�

34�

48�

52�

58�

54�

0 20 40 60 80

家庭ごみを地域の捨て⽅で分別して、捨てている

マイバック（またはそれに代わるもの）を持って買い物に⾏く

電気をこまめに消すようにしている

⾃分が捨てるペットボトルごみは、中を必ず洗って捨てている

⾃分の家のごみの排出量を減らす努⼒をしている

ストローは不要と伝えている、ストローはもらわない

地域の清掃活動に参加している

⾏動が「豊かな海を守ることにつながる⾏動」だと意識していたか（％）

2022年
2019年

7pt

9pt

7pt

7pt

6pt

2pt

7pt
※⼩数点以下は省略し
ています
※回答者ベースは上述
の⾏動を⾏ったと回答
した⼈
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海を守る⾏動への意識と、「海を訪れること」の関係

●「この1年で海に⾏った⼈」の⽅が、「⾏っていない⼈」より
「海を守ることにつながる⾏動」を意識して⾏っている。
その割合は、5〜8ptほど⾼い。

※⼩数点以下は省略しています ※回答者ベースは上述の⾏動を⾏ったと回答した⼈

54�

55�

43�

57�

61�

62�

63�

48�

49�

38�

52�

55�

57�

56�

0 10 20 30 40 50 60 70

家庭ごみを地域の捨て⽅で分別して、捨てている

マイバック（またはそれに代わるもの）を持って買い物に⾏く

電気をこまめに消すようにしている

⾃分が捨てるペットボトルごみは、中を必ず洗って捨てている

⾃分の家のごみの排出量を減らす努⼒をしている

ストローは不要と伝えている、ストローはもらわない

地域の清掃活動に参加している

⾏動が「豊かな海を守ることにつながる⾏動」だと意識していたか（％）

直近１年間で海を訪れた⼈ 0⽇（1⽇も⾏かない）

7pt

7pt

5pt

6pt

6pt

6pt

8pt



02
定点調査結果から
わかるトレンド



「海へ⾏く機会と、海への意識」
●2019年(コロナ前)と⽐べて屋外での活動が４割減少し、
それに伴い「海に⾏く⼈」も減った。

●その影響で「海が好き」「海に親しみがある」などの
“海への愛着”が減少した。

●また、「この１年間、海に⾏っていない⼈」は、
「海に⾏った⼈」に⽐べて「海を⼤切に思う気持ち」が低い。

●⼀⽅、「海に⾏きたい」という⾏動意向は減っていない。

18



「⼦どもの頃の海体験」
●７割の⼈が「⼦どもの頃の海体験が⼤切だと思う」と回答。
しかし、実際には８割の⼈が、
「⼦どもに海体験を⼗分に提供できていない。」

「海を守る⾏動・海洋問題への意識」
● 2019年と⽐べると、海洋問題の認知度が全体的に向上し、
海を守ることにつながる⾏動を⾏う⼈も増加した。
さらに、海に⾏った⼈のほうが「海を守ることにつながる⾏動」
を意識して⾏ってる⼈が多かった。

19



03
トピックス



３ ‒ １

海との関係性 47都道府県別
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愛着スコア
1 海は私の⼈⽣にとって、かかせないものだ
2 海が好きだ
3 海にとても親しみを感じる
4 海と接していると、⼼地よく感じる
5 海を愛している

1 海に⼊ることが好きだ（海⽔浴、サーフィン、ダイビングなど）
2 海のまわり、砂浜で遊ぶのが好きだ（潮⼲狩り、磯遊び、砂浜遊び）
3 海を⾒て楽しむのが好きだ（海へのドライブ、浜辺の散歩、
海からの朝⽇、沈む⼣⽇を⾒る）

4 海の幸を⾷べることが好きだ（⿂、⾙、海藻類、だし)�
5 海に関するコンテンツ（本、映画、TV番組、⽔族館、動物園などを⾒たり、
楽しんだりするのが好きだ）

海との関係性を以下、5つの設問でスコア化したもの

体験スコア
海との関係性を以下、5つの設問でスコア化したもの
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海との関係性 愛着 - 47�都道府県別ランキング -

●海との関係性「愛着」スコア、47都道府県トップは沖縄県。
2位は、宮崎県。3位は、⻑崎県。

「愛着」
トップ３
１位 沖縄県 298.4
２位 宮崎県 233.4
３位 ⻑崎県 232.3

200〜
185.5〜200
165.5〜185
〜165

海 愛着 ランキング

※スコアの算出⽅法
・「愛着」５つの質問の５段階評価（⾮常によくあてはまる、少しあてはまる、どちらともいえない、あまりあてはまらない、全くあてはまらない）の
トップ２ボックス（⾮常によくあてはまる＋少しあてはまる） 合計パーセントを全て⾜しあげて算出 ・ランキングは本調査対象者全サンプルが対象。
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海との関係性 体験 - 47�都道府県別ランキング -

●海との関係性「体験」スコア、47都道府県トップは沖縄県。
2位は、宮崎県。3位は、⻑崎県。

※スコアの算出⽅法
・「体験」５つの質問の５段階評価（⾮常によくあてはまる、少しあてはまる、どちらともいえない、あまりあてはまらない、全くあてはまらない）
のトップ２ボックス（⾮常によくあてはまる＋少しあてはまる） 合計パーセントを全て⾜しあげて算出・ランキングは本調査対象者全サンプルが対象。

230〜
215.5〜230
200.5〜215
〜200

「体験」
トップ３
１位 沖縄県 268.8
２位 宮崎県 241
３位 ⻑崎県 240.5

海 体験 ランキング



３ ‒ ２

海の未来のプロジェクトへの関⼼
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海の未来のプロジェクトへの関⼼

●全体的に「興味がある」は約4割。
もっとも関⼼が⾼いのは「洋上⾵⼒発電開発プロジェクト」で45%。

13�

13�

13�

8�

11�

29�

30�

32�

26�

30�

36�

36�

35�

39�

37�

15�

14�

13�

19�

15�

7�

7�

7�

9�

7�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全地球 海底地図 完成プロジェクト

世界 海の新種⽣物 発⾒プロジェクト

洋上⾵⼒発電 開発プロジェクト

無⼈運航船プロジェクト

浅海域 解明プロジェクト

海の未来プロジェクトへの関⼼（％）

とても興味が湧く まあ興味が湧く どちらでもない あまり興味が湧かない 全く興味が湧かない
※⼩数点以下は省略しています ※全ての項⽬で回答数は n=11600
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海の未来のプロジェクトへの関⼼

●10代は 全年代よりも、海の未来のプロジェクトに関⼼が⾼い。
「海の新種⽣物発⾒プロジェクト」がトップで、2⼈に1⼈は関⼼がある。

※⼩数点以下は省略しています ※10代の回答数はn=2200

海の未来プロジェクトへの関⼼（％）
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海の未来のプロジェクトへの関⼼

●「海が好きではない」⼈でも、約3割は興味を⽰している。

28※⼩数点以下は省略しています

10�

8�

10�

6�

7�

21�

21�

23�

19�

21�

35�

35�

34�

37�

36�

19�

19�

17�

21�

20�

16�

17�

16�

18�

16�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全地球 海底地図 完成プロジェクト

世界 海の新種⽣物 発⾒プロジェクト

洋上⾵⼒発電 開発プロジェクト

無⼈運航船プロジェクト

浅海域 解明プロジェクト

とても興味が湧く まあ興味が湧く どちらでもない あまり興味が湧かない 全く興味が湧かない

海の未来プロジェクトへの関⼼（％）
（ベース：Q1(2)海が好きだで「全く当てはまらない」「当てはまらない」回答者（n=2238)



３ ‒ ３

海と⽇本プロジェクトに
関わりのある⼦どもたち



30

「海が好きだ」-海と⽇本プロジェクトに関わりのある⼦どもたち-

●「海が好き」が81％。
⼀般の52％と⽐べて、29pt⾼い。

※⼩数点以下は省略しています

18�

51�

34�

30�

29�

9�

11�

5�

8�

5�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⼀般（n=11600)

10-14歳（n=788）

「海が好きだ」（％）

⾮常によくあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない
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海洋問題の認知度 -海と⽇本プロジェクトに関わりのある⼦どもたち-

●複数の項⽬で「事実をよく知っている」割合が、
⼀般の⼈よりも⾼い。

※⼩数点以下は省略しています

⽣態系の変化
や、乱獲などに
よって今⾷べて
いる⿂介類が、
⾷べられなくな

る。

世界の約9割の⿂
は、これ以上⽣
産量の増える余
地がないほど利
⽤されている。

海ごみの約8割は
陸から流れ出て
おり、⽣活のゴ
ミを減らすこと
や普段からマイ
バックを持つこ
とが・・・

⽇本のプラス
チック⽣産量は
世界で有数であ
るにも関わら
ず、⽇本国内で
のプラスチック
の・・・

最近の夏場の猛
暑や台⾵の⼤型
化などの気候変
動と海の変化は
⼤きく関わって
いる。

海⽔温の上昇な
どで、⿂が獲れ
る場所が変わっ
てきている。

⼆酸化炭素の排
出は海の酸性化
にも影響してお
りサンゴや⾙の
不成⻑にもつな
がっている。

⼀般（n=11600) 29 16 30 20 35 38 31
10-14歳(n=788) 31 22 57 20 40 38 35
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「海への訪問頻度」と「海への愛着」⾼さは⽐例するため、
全国の地⽅⾃治体やメディア、地域コミュニティ等と連携して、
「海に⾏く機会」を促す情報発信やコンテンツを強化。

01

地球環境問題の関⼼が⾼まると共に「海を守ることに繋がる⾏動」
や「海洋問題への認知」も向上している。教育⾯では、海が「⼦ど
もの学習機会」 となる良質なコンテンツと場づくりを提供していく。

02

コロナが更に⻑期化する状況を鑑み、海に⾏かなくても
海を感じたり、想いを馳せることができる⽔族館や、
映像やデジタルコンテンツ等、新たな海との関係づくりも視野に。

03

今後の海との関係づくりにおける考察




